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みんな知ってる有名な予言

「銀行機能は必要だが、銀行は消えてなくなる」

ビルゲイツ

1994年
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“Software is eating the world.”

マーク・アンドリーセン NetScape創業者

2011年
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「2020年には、企業内のあらゆる予算がIT関連に

なり、全ての企業がテクノロジー企業になる」

ガートナー

2013年
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「全ての企業がソフトウエアカンパニーに」

Microsoft ナデラCEO

2018年
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「銀行は銀行でなくなる」

私

2017年＠銀行APIセミナー全銀協/金融庁
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“Central Banking as a Service”

黒田総裁

2021年＠日経金融庁FIN/SUM

Embedded Finance/BaaSが注目されましたが、実はこんなことも発言
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空前のDXブーム？
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Howのまえに Why DX?

成長の源泉：バリューある財サービスの創造とマーケティング

真のDX：業務の効率化を超えた、新しいビジネスの創造

 既存の業務・オペレーションのIT化という発想では限界

 ITの知識なしには、付加価値が高いサービスやビジネスモデルが作れない

 あらゆる業務やサービス提供はITシステムによって駆動

全ての企業はITカンパニーになる ⇒ 銀行も、中央銀行も

中銀もDXが必要、よりよい中銀サービス（社会インフラ）の
提供と、金融経済の成長のために

例：CBDCという中銀サービス、そのインフラの上に乗る金融サービス
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世界の中央銀行も同じ課題に直面

内部にラボやイノベーションセンター、DX推進部署を設置、外部人
材を登用

BISが Innovation Hubと各地にセンターを設立

共通したテーマが多い： RegTech/SupTech、CBDC、決済インフ
ラ、サイバーセキュリティ、グリーンファイナンス

日銀の例：CBDC、共同データプラットフォーム*、気候変動連携ハ
ブ、オルタナティブデータ活用

*) 金融庁の委託レポート「共同データプラットフォームの構築に向けた基礎調査報告書」、あ
ずさ監査法人（各地のKPMGネットワーク活用、30か国対象>10か国>4か国と掘り下げ調
査）、2021/12公表
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BIS Innovation Hub
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BIS Innovation Hub

 カルステンス総支配人がBIS中期経営計画 「Innovation BIS 
2025」の目玉施策として2019年に打ち出し

 各中銀とBISが共同で各地にBIS-IHセンターを設立、小規模な国
際機関（BISの機関）という位置づけ

 ３つの目的

① 中銀業務に影響するテクノロジー発展を追い、得られた洞察を中銀間で
シェア

② 金融システムの改善に役立つ公共財を開発する（プロジェクト推進拠点
の設置）

③ 中銀間のネットワークの場、イベントや情報技術交換の場の提供
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BIS Innovation 
Hubの各地の
センター

14出所：BIS website



BIS-IHの６つのテーマ

15出所：BIS website
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出所：BIS-IH Webページ他から一部を抜粋

BIS-IHセンターのPOC（概念実証）案件 一部の抜粋、ほかCBDC関連多数



SupTech/RegTech
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Supervision と Regulation にもテクノロジーを



SupTech/RegTech

18
出所：BIS websiteのBIS-IHページ

1. リアルタイムのモニタリングシステム
展データ標準化・収集の自動化、DB格納・加工、分析エンジン、
ダッシュボード展開 → 市場や実体経済モニタリングにも応用可能

2. ビッグデータや非構造化データ、AI/MLの活用

3. クラウドサービスを活用したDevOps

事例

✅ SGセンターのプロジェクトEllipse：銀行モニタリング

✅ スイスセンターのプロジェクトRio：FX市場モニタリング



Project Ellipse

19出所：”Project Ellipse: an integrated regulatory data and analytics platform”, March 2022, BIS-IH & MAS

課題

• 報告負担と分析負担

• 即時性のなさ

• データの整合性や統合
プラットホームの欠如



Project Ellipse
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ソリューション

• 高粒度データ（集計加工・
分析は当局側で実行）

• 非構造化データの活用

• データ統合プラットフォー
ム

• 共通のデータモデルによる
標準化

• 自動化とリアルタイム処理

出所：前出と同じ



リスクモニター
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• エクスポージャー

• 統合リスク

• ストレステスト

出所：前出と同じ



分析の高度化
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ネットワーク分析

• エクスポージャーの網

• コンテイジョン（ショック
の伝播）

出所：前出と同じ



アラート装置や
テキスト情報サーチ
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出所：前出と同じ



ホールセールCBDC
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CBDCはリテールだけじゃない、DLTの活用、マネーの決済に止まらないインフラ志向



ホールセールCBDC with DLT
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応用領域の展開

金融機関間の資金決済（BoJ/ECB、MAS、BoC他）BIS-IHに先行

→ 証券決済と資金決済のDvP （〃、スイス）

→ クロスボーダー資金決済 （SG、HK）・・CBDCの活用

→ クロスボーダーの証券・資金決済 （スイス/仏）

と拡張中

✅ プロジェクトHelvetiaは、スイス証券取引所と共同でトー
クン化証券をCBDCでDvP決済

✅ スイス・仏中銀の共同プロジェクトJulaは上記をクロス
ボーダー化

出所：BIS websiteのBIS-IHページ、各国中銀website



ホールセールCBDC for DeFi
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DeFi (Decentralized Finance)は、システムとガバナンスがともに
非中央集権

システムとしての分散型を活用し、運用は中央集権型という発想
もありうる

FX市場をDeFiで作って、その決済をDLTベースのホールセール
CBDCで行うと、クロスボーダー通貨の市場インフラと決済イン
フラをセットで創れる

✅ プロジェクトMariana：スイス、ユーロ、シンガポール

出所：BIS websiteのBIS-IHページ、各国中銀website



クロスボーダーCBDC
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クロスボーダー送金の課題がグローバルに焦点化し、BIS-IHでも
複数のイニシアティブが並走

✅ プロジェクトDunbar（SG）複数中銀がホールセールCBDC
を発行、各国金融機関が互いに保有し、クロスボーダー決済
に利用

✅ プロジェクトNexus（SG）MASが進めていた自国のFPS
（First Payment Service）をタイのFPSと接続するクロス
ボーダー決済PJを衣替え

✅ Inthanon-LionRock（HK）HKMAがタイ中銀と2国間ホー
ルセールCBDCのクロスボーダー決済を研究。これをｍ-
CBDCプロジェクトとして複数国展開。

出所：BIS websiteのBIS-IHページ



（Model 1）Enhanced compatibility （Model 2）Interlinking

（Model 3）Integration into a single system

（出典）BIS Annual Economic Report 2021

（参考）クロスボーダーCBDCの3類型
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CBDCを巡る中銀の認識変化

29
出所：Kosse, Anneke and Ilaria Mattei, “Gaining momentum – Results of the 2021 BIS survey on central bank 

digital currencies,”BIS, May 2022. 

検討中の中銀
（調査国中の割合）



BIS-IHのWebsiteで各PJの詳細紹介

https://www.bis.org/about/bisih/about.htm
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https://www.bis.org/about/bisih/about.htm


オルタナティブデータの活用

日本銀行の事例より
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拡張するデータと分析手法

データの種類

• 価格・数量・指数

• テキスト

• 位置情報

• 画像、音

データのミクロ度

• 高粒度（個票）、高頻
度、高解像度、網羅性

データの対象

• 経済活動・自然環境・
文化・世論・社会・人
間・脳

分析手法

• 計量経済学/時系列モデル

• NLP

• AI/ML

• ネットワーク分析、繋がり
の解析

• シミュレーション(デジタル
ツイン)

• 空間分析、GIS

• リアルタイム化
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• 金融市場では、2000年頃から高頻度・高粒度データ
の分析活用

• 実体経済では、2010年代より高粒度データ、テキス
ト、位置情報などオルタナティブデータの分析活用

• 行内のリサーチ事例を集めたWebページを新設

→ 日本銀行＋オルタナティブデータの検索でヒットします

日本銀行でも
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１.実体経済調査への応用
• 2013年に検索データ

• 15~19年のテキスト分析

• ML手法の活用

• コロナ対応

•期待抽出、センチメント

•ナウキャスト

•日銀の分析

•物価、消費、R&D
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2. 市場調査への応用
2000年代からデータ活用
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データのポテンシャル

• リアルワールドへの肉薄

 数量集計された経済現象の分析・理解を超えて、人や
組織、社会、文化、自然のリアルを知る

• 行動/振舞いのモデル化の再検討、経済学や
ファイナンス理論のリノベイション

• よりよい社会に向けた政策の処方箋
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事例紹介
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位置情報データ

• 2020年展望レポート、コロナと消
費活動、以降継続利用

•観光地滞在者、繁華街夜間人口

•小売・娯楽施設（左図）と家計
調査の選択的消費支出の高相関

•飲食店来店人数：予約システム

• カード支出消費動向

•国内空港の人出

出典：前ページ紹介のレビュー 38



テキストからの物価予測

景気動向調査のコメントについて物
価の視点から、言及なし・上昇・下
落・横這いに判別

上昇と下落からインデックスを作成

原論文ではCPIに３か月先行と評価
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NLPモデルの超高速進化(2019時点)

性能、
用途難易度

RNN
2012 時系列モデルに似た側面も

BERT/ELMo
(Pre-trained)

2018-9

LSTM
2014

Transformer

文自動生成

機械翻訳

文章要約

対話・応答

文章分類

類似度検証

Google検索がBERTに移行
2019/10アナウンス

コーパスに基づく
単語の特徴量化

After
ニューラル

Attention
2016

word2vec
(CBOW, skip-gram)

seq2seq/encode-decode

単語の分散表現

time

短期記憶の長期維持

表記年は
成長期

大量のパラメータ
事前学習済みの配布

カウントベースから推論ベースに

以降、GPT系列
などが登場

2022年日銀金融研究所のファ
イナンスワークショップで、気候変
動問題のナラティブ分析に応用
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金融への応用
（紹介レポート中に記載がないものも補足）

高粒度データ

•銀行、企業、市場取引などの集計されていない個票データ：企業の財務
データ、ある金融商品のポジション、金融機関取引ネットワーク、エクスポー
ジャーネットワーク、日銀ネット決済ログ、企業や家計の銀行口座の全情報、
クレカ・電子マネー利用記録、

高頻度データ （高粒度ｘ高頻度もある）

•全市場取引やオーダーフローといった秒・ミリセカンドのデータ

• IoTほかリアルタイムのモニタリングデータ、企業の生産活動、e.g.建機稼動、
請求書、受書、在庫、労務

いずれも、データアクセスが限定的、プライバシー保護上利用可能性に制約があるものが多い
41



金融システムレポート2021/10：ポートの類似度
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「本邦国債レポ市場のネットワーク分析」、堀川他、2021年5月
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「日本銀行による景気判断のトーン分析」、風戸正行他、金融研究、2019年11月

極性辞書利用の問題点

コンボリュージョンNN＋教師
データとして景気判断を利用

センテンスごとのスコアから、文
章全体での景気判断のトーン
Index作成

トーンを説明するモデルで残者
をトーンショック（予想外の
トーンの表明）と定義し、FX
市場の反応をみる
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DX推進上の課題
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４つのスキルセットの組み合わせ方

System 
Engineering

Data
Science

Data
Engineering

Business 
Knowledge

and Motivation

ここが弱い傾向

システム実装をアウトソーシング
してきたことの負の遺産

• How to DevOps ?

• 全部ひとりの人間がカバー
するのは無理

• 協業が重要

• 分断しない（調整コストの
増大）

サイエンス

実 務

出典）中林紀彦「AI/ビッグデータ/IoT」、『フィンテックエンジニア養成読本』、2019年、技術評論社 （一部改編）
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経営戦略とシステム戦略

課題：現場知・経営知 と システム知をどうつなぐか

✅ 知らないものは想像できない、お互いに

✅ すり合わせ型・ウォーターフォール型開発の限界

複数のアプローチ（どれも大変、経験と文化の壁）

✅ どちらかがもう一方を学ぶ 例：re-skilling教育

✅ 両方を混ぜる、開発スタイルを変える

✅ 業務を世間標準にあわせてSaaS利用、特に非戦略部門
47

システム寿命の短期化、試行錯誤の許容、DevOps、システムのコンポーネント化（クラウド
のマネッジドサービスの組み上げ、コンテナ化）、ネット社会とオープンシステム、etc



まとめ 中銀のDX
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中銀サービスのシステムの多くは社会インフラ。

安全・安定・安心を維持しつつ、

未来を展望したイノベーションや創造が

金融システムの発展とその先にある成長に繋がる。

中銀DX大事！



参考：マネーと決済システム
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新しいタイプのマネーの登場

帰納的定義法：マネーの機能を持つものがマネー

マネーの３大機能：交換（決済）、価値保蔵、価値尺度

伝統的なマネー

• 現金

• 銀行預金 → なぜ預金がマネー？

• 電子マネー → 実は使い方に差がある

• マネーでないもの：商品券、ポイントサービス（違いは、マネーネスとは

新しいマネー

• XX Pay のポイント、 YY Pay Cash/Money

• それと完全価値互換の「企業から貰った」ポイントはマネーか？

Q１：クレジットカードはマネーか？

Q２：マネーは、どこ（物理的な場所）にある？
50



クイズ：大学授業料の振込指定銀行がB行

自分の預金口座はA行にある

A行からB行に授業料はどうやって移動するか？

コンピュータの数字を変えるだけで済む話？

ヒント：預金とは負債である（だれの誰に対する？）

（現代のマネーの多くは負債）
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現代のマネーシステム：預金マネーの２階層構造

銀行A

中央銀行の資金決済システム（日銀ネット）

銀行C

顧客 顧客 顧客 顧客 顧客 顧客 ・ ・ ・ ・ ・

銀行B

銀行間資金決済クリアリングハウス（全銀システム）

銀行内でのクリアリング
（振替）

銀行間のクリアリング
（振込）

銀行間の資金決済

日銀は銀行の銀行

日銀(預金)マネーを
銀行に発行

民間(預金)マネーを
個人・企業に発行

日本銀行は、現金と日銀当座預金という２つのマネーを提供してる

いつ、どのようにして、こうした仕組みができたかは、金融研究所貨幣博物館の企画展「水辺の風景と日本銀行」2022年、で紹介 52



資金決済の仕組み

個人・Ｘ 企業・Ｙ
商品・サービスなど

（例：大学教育サービス）

Ｘの預金口座 Ｙの預金口座

Ａ銀行 Ｂ銀行

Ａ銀行の
当座預金口座

Ｂ銀行の
当座預金口座

日本銀行当座預金

振込依頼 入金通知

－ 引落し ＋ 入金

－ 引落し ＋ 入金

A銀行の預金マネーはA銀行の負債、 B銀行の負債との直接互換性はない

実際に１件づつやるのは１億円以上の大口のみ

小口は合算処理（前頁の全銀システムで差し引き計算し、一括処理）

全銀システムで決済指示

企業Yの口座に入金

53



リテール決済事業者の立ち位置

銀行A

中央銀行の資金決済システム

銀行C

顧客 顧客 顧客 顧客 顧客 顧客 ・ ・ ・ ・ ・ ・

銀行B

決済事業者

銀行間資金決済クリアリングハウス

銀行に決済サービスを依存

• クレジットカード、デビットカード

• プリペイド型・デビッド(即時引落)型のキャッシュレス決済サービス

深い階層構造は高コスト化に

繋がりやすい
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一つのソリューション：FPS
英： 既存のFPS (Fast Payment Service) ＋ BOE・RTGSシステムアクセス

豪： 新設のNPP (New Payments Platform) + FSS (RBA小口専用 24/7 RTGS)アクセス

 24h/7day

 即時送金・決済

 RTGS

 中銀アカウント

銀行A

中央銀行の資金決済システム

銀行C

顧客 顧客 顧客 顧客 顧客 顧客 ・ ・ ・ ・ ・ ・

銀行B

銀行間大口資金決済クリアリングハウス小口専用

決済事業者

顧客 顧客 ・ ・

決済事業者
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別のやり方：リテールCBDC

発行者（債務者）が異なるマネーは、マネーの壁に直面

現金と同じように中銀債務（中銀マネー）をデジタル決済手段として使う

銀行A

中央銀行の資金決済システム

銀行C

顧客 顧客 顧客 顧客 ・ ・ ・ ・ ・ ・

銀行B

銀行間資金決済クリアリングハウス
リテール
CBDC

決済手段
の提供

中銀マネー

民間銀行
マネー

決済事業者
マネー(＊)

マネーの壁

横のInteroperability
縦のInteroperability

(＊) 疑似マネーとしての負債 56



クリアリングハウス(清算機関)の機能：集計・決済指示＋Central CounterParty

グロスの相対決済 バイラテラル・ネッティング

N x (N-1) N x (N-1)/2

N=3だと一見十分効率的に見えるが、、

N=3 N=10 N=100

N x (N-1) 6 90 9,900

N x (N-1)/2 3 45 4,950

N 3 10 100

マルチテラル・ネッティング

N（数は減ったが新たな問題が↑）

資金決済の節約効果：回数も金額も
A

B C

CCP

マルチテラル・ネッティング+CCP

3

４７

A

B C

To 
whom?

To whom?From 
whom?

3

４７

A

B C

1４

３

A

B C

13
14

8

11

22
18

クリアリングハウスにはCCPの債務引受機能がない場合もある

CCPの債務引受は上右図の全て
の矢印６本分を対CCP向け取引
と置き換えるところから始まる
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海外送金の仕組み：コルレスバンキング（Correspondent banking）

大手邦銀が、あらかじめドル預金マネーを大手米銀に持っている

⇒ 海外送金は国内預金引落＋海外での口座振替

設例 日本企業が米国企業にドル送金したい

両企業とも大手行に預金口座を持っている

米国

大手米銀のUSドル口座

大手邦銀↓

大手邦銀の日本円口座

米国企業↑日本企業↓

日本

問題点：海外に相手国通貨建て預金を持たなければならない
（逆取引の場合は米銀が円預金口座を持つ）

邦銀N行と米銀M行が互いに口座を持ち合うと N x Mの口座数が必要

⇒ 資金が滞留しムダが多い、預金マネーの弱み

SWIFTで
決済指示
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大手銀行がコルレスバンキングで預金持ち合い、他は階層構造化

地域邦銀は、ドル預金マネーを大手米銀に持っていない

⇒ 国内の銀行間送金で中銀マネーを経由

設例 日本の地域企業が米国の地域企業にドル送金したい

問題：前頁に加え、経路が長く、それぞれに手数料、バケツリレー式の決済指示の
連鎖 ⇒ コスト高＋遅い＋不確実（送金失敗）

米国（ドル口座の動き）

大手米銀

大手邦銀 ↓

大手邦銀

米国企業↑日本企業↓

日本（円口座の動き）

地域邦銀

日

本

銀

行

大

手

邦

銀

地

域

邦

銀

F

R

B

大

手

米

銀

地域米銀

地

域

米

銀

SWIFT
決済指示

↓

↑

↑

↓
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